
数学科 学習指導案

平成２３年１１月８日（火）５校時

指導者 堀部 隆（３年１組）

１ 単元名 「関数ｙ＝ａχ２」

２ 単元の目標

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して関数ｙ＝ａχ２

について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察することができるようにする。

・事象の中には関数ｙ＝ａχ２としてとらえられるものがあることを知ることができる。

・関数ｙ＝ａχ２について，表，式，グラフを相互に関連づけて理解することができる。

・関数ｙ＝ａχ２を用いて具体的な事象をとらえ説明することができる。

・いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解することができる。

３ 指導に当たって

（１）単元について

本単元は，中学校学習指導要領数学［第３学年］の１ 目標（３），２内容 C 関数（１）「具体的な事象の

中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，関数ｙ＝ａχ２について理解す

るとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。」を受けて設定したものである。

自然現象や社会現象などの考察においては，考察の対象となる事象の中にある対応関係や依存，因果など

の関係に着目して，それらの諸関係を的確で簡潔な形で把握し表現することが有効である。中学校数学科に

おいても，いろいろな事象の中に潜む関係や法則を数理的に捉え，数学的に考察し処理できるようにするこ

とをねらいとしている。

関数に関しては，中学校第１学年で比例，反比例，中学校第２学年では，１次関数を学習してきている。

いずれにおいても，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通し

て関数関係を見いだし表現し考察する能力を高めてきている。第３学年においても同様に，具体的な事象に

おける二つの数量の変化や対応を調べることを通して，関数ｙ＝ａχ２を考察する。関数ｙ＝ａχ２の特徴を，

表，式，グラフで捉えるとともに，それらを相互に関連付けることで，関数ｙ＝ａχ２についての理解を深

める。関数ｙ＝ａχ２にかかわる具体的な事象として，斜面を転がるものの運動や，パラボナアンテナなど，

身近に感じたり目にしたりすることができるものがある。こうした事象を関数ｙ＝ａχ２を用いて捉え説明

することを通して，関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

以上のような点からこの単元を設定した。

（２）生徒の実態

本学級は，男子１９名，女子１５名，計３４名に特別支援学級の交流学習生徒１名を含む，３５名で構成

されている。全体的に意欲はあるが，受け身の姿勢で授業に取り組む生徒が多い。課題について真剣に考え，

教師の説明や級友の考えをしっかりと聞き，ノートにメモを取るといった学習意欲が高い生徒も多い。また，

自分の課題を終えた生徒は，近くの級友に声を掛け，教え合うといった姿も見られる。教師の発問に対して

は自信をもって答える生徒が多いが，一方で，自分から積極的に意見を述べようとする生徒は少ない。

本学級に対して，数学についての意識調査を実施した。その結果は次の通りである。



生徒の意識調査の結果において，数学の必要性をほぼ全員が感じており，また，数学の学習が好きである

という生徒が７割を越えている。一方で，解き方が分からないときに粘り強く，いろいろな方法で考える生

徒の割合が低くなっている。

（３）指導について

日常生活や社会の中にある具体的な事象を用いて，二つの数量の変化や対応を調べることを通し，関数関係を

見いだし表現し考察する能力を高めさせたい。また，関数ｙ＝ａχ２の利用の問題を，表，式，グラフの３種

類の解き方で考えさせ，それらを相互に関連付けることで，関数ｙ＝ａχ２についての理解を深めさせたい。

本校ではマトリクスによる学習内容の到達度チェックを実施している。このことを踏まえ，共通課題を持

った生徒同士がチームとなり，解き方が分からないときにも級友と一緒に粘り強く考え，また，自ら理解し

た内容を説明することで，自分たちチームの苦手分野の克服を促すとともに，他のチームの理解をさらに深

めさせたい。

４ 本校の研究との関わり

本校研究主題「心豊かに生き生きと学び合う生徒の育成」，また，平成２３年度仙台市杜の都の学校教育

内の中学数学科のねらいを受け，数学科研究主題を「基礎・基本の定着を図り，学習意欲を高める指導のあ

り方を探る」とした。

本校では，基礎学習内容の定着を図り，学習内容をより深化させるため，授業の中に数学的活動の場面や

学び合いの場面を効果的に取り入れることにより，生徒が目的意識を持って主体的に課題を解決していく授

業展開を目指している。また，マトリクスを活用した学習内容の到達度チェックを実施している。特に，３

年次の学習内容ともなると，既習事項を基に，課題に応じてよりよい解決方法を模索し，適切な答えを求め

ることを通して，より数学の楽しみを味わえるようになる。その反面，基礎・基本の定着が不十分な生徒は，

授業への参加が受動的となり，学習意欲が減退していく傾向がある。そのような生徒たちの向上の手立てと

して，学習内容を細分化し，到達度をマトリクスにより的確に把握することで，学習意欲の向上につながる

と考えている。また，個人の到達度を集約し，授業へ還元できる利点もある。

課題解決においては，自力で解決する場面とチームや全体で考える場面を取り入れ，自分の意見をしっか

りともたせた上で，お互いの意見を交流させ，全員で考えを完成させていく活動の時間としたい。また，そ

のことで，数学的な見方や考え方や表現力の向上を図っていきたい。生徒相互の意見の交換を通した思考の

深化を図ったりすることで能動型学習を目指したい。

５ 指導計画

時 節・項 ねらい・目標 学習活動 主な評価規準

１ １ 関数ｙ＝ａχ
２

○２乗に比例する関係に着 ○ジェットコースターを，斜面を転 [関]・ｙ＝ａχ
２

となる関係や放物

①関数ｙ＝ａχ
２

目し，変化の様子を捉えよ がる球におきかえて，転がった距離 線をえがく事象に関心を持とうと

（１） うとすることができる と時間との間の関係を考えること している

[見]・関数ｙ＝ａχ
２

の関係を，「２

乗に比例する」という見方ができる

２ ①関数ｙ＝ａχ
２

○関数ｙ＝ａχ
２

の意味を ○事象の中からｙ＝ａχ
２

の関係に [知]・関数ｙ＝ａχ
２

の意味を理解

（２） 理解し，事象の中からｙ＝ ある量を見いだし，式に表すこと している

ａχ
２

の関係にある量を見 ○２乗に比例することの意味 [表]・事象の中からｙ＝ａχ
２

の関

いだし，式に表すことがで ○１組のχとｙの値の組からｙ＝ａ 係にある量を見いだし，式に表す

きる χ
２

の式を求めること ことができる

３ ２ ｙ＝ａχ
２

のグラフ ○関数ｙ＝χ
２

のグラフを ○ｙ＝χ
２

のグラフとその特徴 [表]・関数ｙ＝ａχ
２

のグラフをか

①ｙ＝χ
２

のグラフ かき，その特徴を調べるこ くことができる

とができる [関]・関数ｙ＝ａχ
２

の式から表を

つくり，それを基にグラフをかこ

うとしている

４ ②ｙ＝ａχ
２

のグラフ ○関数ｙ＝ａχ
２

のグラフ ○ｙ＝ａχ
２

のグラフをｙ＝χ
２

のグ [見]・表，式，グラフの関係を調

をかき，その特徴を調べる ラフを基にかくこと べ，その特徴を考察することがで

ことができる ○ｙ＝ａχ
２

のグラフの特徴 きる

○身近に見られる放物線の例 [知]・関数ｙ＝ａχ
２

のグラフの特

徴を理解している



５ ③χの変域とｙの変域 ○関数ｙ＝ａχ
２

の変域の ○変域の対応 [見]・関数ｙ＝ａχ
２

の変域の特徴

対応を調べることができる について考察することができる

[表]・関数ｙ＝ａχ
２

の変域を求め

ることができる

６ ３ 変化の割合 ○変化の割合の意味を理解 ○斜面を転がる球の平均の速さ [知]・変化の割合の意味を理解し

（１） し，それを求めることがで ○変化の割合の意味とその求め方 ている

きる ○関数ｙ＝ａχ
２

のいろいろな区間 [表]・変化の割合を求めることが

における変化の割合を求めること できる

７ ３ 変化の割合 ○関数ｙ＝ａχ
２

と１次関 ○関数ｙ＝ａχ
２

と１次関数の変化 [見]・１次関数との比較を通し，

（２） 数の特徴を比較し，調べる の割合を比べること それぞれの関数の特徴について考

ことができる ○変化の割合のグラフにおける意味 察することができる

○関数ｙ＝ａχ
２

と１次関数との特

徴を比較すること

８ ４ 関数の利用 ○関数ｙ＝ａχ
２

を利用し ○関数ｙ＝ａχ
２

を利用して事実問 [表]・関数ｙ＝ａχ
２

を利用して，

（１） て事実問題を解くことがで 題を解くこと 具体的な事象の問題を解くことが

きる できる

[見]・関数ｙ＝ａχ
２

の考えを利用

して考察することができる

９ ４ 関数の利用 ○具体的な事象の問題を， ○具体的な事象の問題を，関数ｙ＝ [関]・具体的な事象の問題を，関

（２） 関数ｙ＝ａχ
２

の表，式， ａχ
２

の表，式，グラフを利用して 数ｙ＝ａχ
２

の表，式，グラフを利

グラフを利用して考察する 解く問題を考えること 用して解こうとしている

ことができる

10 ４ 関数の利用 ○具体的な事象の問題を， ○具体的な事象の問題を，関数ｙ＝ [表]・具体的な事象の問題を，関

（３） 関数ｙ＝ａχ
２

の表，式， ａχ
２

の表，式，グラフを利用して 数ｙ＝ａχ
２

の表，式，グラフを利

本時 グラフを利用して解くこと 解くこと 用して解くことができる

ができる

11 ４ 関数の利用 ○具体的な事象の問題を， ○関数ｙ＝ａχ
２

の表，式，グラフ [表]・具体的な事象の問題を，関

（４） 関数ｙ＝ａχ
２

の表，式， を利用して解くこと 数ｙ＝ａχ
２

の表，式，グラフを利

グラフを利用して解くこと 用して解くことができる

ができる

12 ５ いろいろな関数 ○身のまわりのいろいろな ○倍々に変化する関数(指数関数)に [関]・倍々に変化する関数(指数関

事象の中に関数関係がある ついて，値の変化を調べること 数)について，値の変化を調べよう

ことを理解し，それらにつ ○グラフが階段状になる関数につい としている

いて調べたりすることがで て，値の変化を調べたり，同様の関 [見]・グラフが階段状になる関数

きる 数と値を比較し考察したりすること について，値の変化を調べたり，

同様の関数と値を比較し考察する

ことができる

６ 単元の評価規準

数学への 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形など

関心・意欲・態度 についての知識・理解

様々な事象を関数ｙ＝ａχ
２

関数ｙ＝ａχ
２

などについての 関数ｙ＝ａχ
２

の関係などを， 事象の中には関数ｙ＝ａχ
２

な

などとしてとらえたり，表，式， 基礎的・基本的な知識及び技能を 表，式，グラフを用いて的確に どとしてとらえられるものがある

グラフなどで表したりするな 活用しながら，事象に潜む関係や 表現したり，数学的に処理した ことや関数ｙ＝ａχ
２

の表，式，



ど，数学的に考え表現すること 法則を見いだしたり，数学的な推 りするなど，技能を身に付けて グラフの関連などを理解し，知識

に関心をもち，意欲的に数学を 論の方法を用いて論理的に考察し いる。 を身に付けている。

問題の解決に活用して考えたり 表現したり，その過程を振り返っ

判断したりしようとしている。 て考えを深めたりするなど，数学的

な見方や考え方を身に付けている。

７ 本時の指導

（１）題材名 「関数ｙ＝ａχ２の利用」

（２）指導のねらい

①生徒相互の意見の交換を通して，思考を深化しようとしている。【関心・意欲・態度】

②具体的な事象の問題を，関数ｙ＝ａχ２の表，式，グラフを利用して解くことができる。【表現・処理】

（３）本時の提案内容

・課題解決を「表から解く」「グラフから解く」「式から解く」のそれぞれの方法で行い，自分の考えを

分かりやすく説明することで，相互の理解を深める。

・マトリクスでの到達度チェックにより，共通課題を持った生徒同士がチームとなり，考え，説明するこ

とで，自らの苦手分野を克服する手立てとする。

（４）指導過程

段階 学習内容（課題・活動） 予想される生徒の反応 指導上の工夫・留意点 評価の観点・方法

１ 前時の課題の確認

導 長さ４０ｍの坂をＡさんは頂上から，Ｂさんは８ｍ先から同時におり始めました。Ｂさんは

入 毎秒３ｍの速さで走っており，Ａさんはスケートボードに乗って，こがずに坂をおりています。

１
５ Ａさんは，坂をおり始めてからχ秒間に－χ

２

ｍ進みます。
２

分 Ａさんは，Ｂさんに何秒後に追いつきますか。

・自分の解き方の確認 ・チームは話し合い

・チームの苦手分野を確認 に参加しているか。

し，説明の準備をする。

２ 課題解決の仕方の説明 ・チームでまとめた考えを説明させる。

その際，それぞれのポイントを明確に

させる。

・他者の考えを聞いて，考えを深めさ

展 せる。

・疑問な点は質疑応答で解決する。そ

開 の際，サポートチームを作り補足説明を

させる。

40 〈解き方①〉 ・チームは要点をま

「表から解く」 とめて，考えを説明

分 できたか。

・説明をしっかり聞

χ秒後 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 き，ポイントをまと

めているか。

１ ９ 25 49 81
Ａさん(ｍ) ０ － ２ － ８ － 18 － 32 － 50

２ ２ ２ ２ ２ 評価Ⅰ

【関心・意欲・態度】

Ｂさん(ｍ) ８ 11 14 17 20 23 26 29 32 35 38

答え ８秒後







          








































・ポイント

「解が小さい整数の場合，表により

答えが見つかることがある」

「式を作るのに役立つ」

・質疑応答 ・サポートチームにより補足させる。

〈解き方②〉 ・チームは要点をま

「グラフから解く」 とめて，考えを説明

できたか。

１ ・説明をしっかり聞
Ａさん：ｙ＝－χ

２

２ き，ポイントをまと

Ｂさん：ｙ＝３χ＋８ めているか。

評価Ⅰ

【関心・意欲・態度】

グラフの交点は

（８，３２）

答え ８秒後

・ポイント

「グラフの交点が整数解の場合は，

正確なグラフにより答えが見つかる」

・質疑応答 ・サポートチームにより補足させる。

〈解き方③〉 ・チームは要点をま

「式から解く」 とめて，考えを説明

できたか。

１ ・説明をしっかり聞
Ａさん：ｙ＝－χ

２

２ き，ポイントをまと

Ｂさん：ｙ＝３χ＋８ めているか。

追いつく点は，この２つのグラフの交点。 評価Ⅰ

よって，２つの式を連立させると 【関心・意欲・態度】

１
ｙ＝－χ

２

・・・①
２

ｙ＝３χ＋８ ・・・②

代入法により

１
－χ

２

＝３χ＋８
２

χ
２

＝６χ＋１６

χ
２

－６χ－１６＝０

(χ－８)(χ＋２)＝０

χ＝８，ｘ＝－２ ここで χ＞０より χ＝８ 答え ８秒後

・ポイント

「解が整数以外の場合でも，計算に

より答えが見つかる」

・質疑応答 ・サポートチームにより補足させる。







          








































３ 次時の課題の提示

ＡさんとＢさんは，長さ４０ｍの坂の上から同時におり始めました。Ａさんはスケートボード

に乗って，こがずに坂をおり，また，Ｂさんは毎秒３ｍの速さで坂をおりています。

１
Ａさんは，坂をおり始めてからχ秒間に－χ

２

ｍ進みます。
２

Ａさんは，Ｂさんに何秒後に追いつきますか。

〈解き方①〉「表から解く」

χ秒後 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

１ ９ 25 49 81
Ａさん(ｍ) ０ － ２ － ８ － 18 － 32 － 50

２ ２ ２ ２ ２

Ｂさん(ｍ) ０ ３ ６ ９ 12 15 18 21 24 27 30

答え ６秒後

〈解き方②〉「グラフから解く」

１
Ａさん：ｙ＝－χ

２

２

Ｂさん：ｙ＝３χ

グラフの交点は

（６，１８）

答え ６秒後

〈解き方③〉「式から解く」

１
Ａさん：ｙ＝－χ

２

２

Ｂさん：ｙ＝３χ

追いつく点は，この２つのグラフの交点。

よって，２つの式を連立させると
１

ｙ＝－χ
２

・・・①
２

ｙ＝３χ ・・・②

代入法により

１
－χ

２

＝３χ
２

χ
２

＝６χ

χ
２

－６χ＝０

χ(χ－６)＝０

χ＝０，χ＝６ ここで χ＞０より χ＝６ 答え ６秒後



・課題を解決する。 (ア)グラフから解くことができる。 ・チームの説明の内容を活用させる。 評価Ⅱ【表現・処理】

(イ)式から解くことができる。 ・解答，解説は次時に行うことを言う

(ウ)表から解くことができる。

(エ)分からない。

終 ・課題解決の方法やそれぞ ・「グラフから解く」「式から解く」「表

結 れのポイントを確認する。 から解く」のそれぞれの方法で解くこ

５ とができるよう促す。

分

（５）本時の評価

評価規準に照らした評価

（Ａ）十分に満足できる （Ｃ）支援が必要である生徒への支援

評価Ⅰ 進んで生徒相互の意見を交換し，思考 他の生徒の説明をしっかり聞き，納得で

【関心・意欲・態度】 を深化しようとしている。 きるまで質問してみるよう促す。

評価Ⅱ 具体的な事象の問題を，関数ｙ＝ａχ２ ワークシートを活用させ，「表から解く」

【表現・処理】 の表，式，グラフを利用して解くこと 「グラフから解く」「式から解く」のそれ

ができる。 ぞれの方法を確認する。

（６）座席表

※「グラフから解く」説明チーム・・・・・・マトリクス番号９７，９９から
※「式から解く」説明チーム・・・・マトリクス番号５３，６２から
※「表から解く」説明チーム・・・・・・マトリクス番号９６から

3年1組座席表
教 卓

「表から解く」

チーム

「グラフから解く」

チーム

「式からを解く」

チーム

「式から解く」

サポートチーム

「グラフから解く」

サポートチーム

「表から解く」

サポートチーム


